[bookmark: _GoBack]様式２
	1． 大学の改革方針を踏まえた本事業の位置付け及び教育改革の実施基盤　【５ページ以内】
　　　　以下の（１）～（３）を記入してください。

	（１）　大学全体の改革方針における本事業計画の位置付け等（１ページ以内）
　　　過去の中教審答申，政府方針，建学の精神等を踏まえた，現在（令和３年４月）までの大学全体の教育改革に関する取組状況，現在抱える問題点及びその定量的な現状分析，それらを踏まえた今後の改革構想を記入してください。その際，その改革構想に占める申請事業計画の位置付けを明確にしてください。

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
































	（２）　事業計画実施体制（３ページ以内）
本事業計画を実施するための学内の実施体制について，事務体制及び評価体制も含めて記入してください（学長のリーダーシップの下，事業計画の実現に必要な人材配置や予算配分の考え方，更には当該資源を確保するための体制等について記入してください。学部等で実施する場合は，今回の事業計画がどのように全学の改革に関わっているのか明らかとなるように記入してください。）。FD・SDの実施体制，内容についても必ず記入してください。

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・まず全学的な教学マネジメント体制を説明した上で，評価体制を含めた実施体制図を用いて，本事業に係る学内の実施体制を説明してください。
































	（３）　これまでの取組との関係（１ページ以内）
現行の教育改革の取組と本事業との関係について，また，過去の教育改革の取組を本事業においてどのように発展継続させるのか記入してください。
特に，文部科学省及び他省庁の補助事業で，今回の申請内容と類似しているもの（過去の事業・現在実施中の事業及びこれから支援を受ける可能性がある事業を含む）がある場合は，それらの事業名，補助対象期間及び事業内容・本申請との関係を大学ごと（申請大学，連携先機関に記載の国内大学）に記入してください（１事業について３～４行程度。）。

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○





















【類似する他の補助事業】
■○○大学
	事業・取組名
	補助対象期間
	事業内容・本申請との関係等

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※適宜行を追加・削除してください。



様式２
	2． 達成目標と事業計画の具体的な内容　【９ページ以内】
　　　　以下の（１）及び（２）を記入してください。

	（１）　全体像と達成目標（２ページ以内）
　　　本事業において取り組む事業計画の全体像を，大学全体の改革方針，達成目標及び１．の内容を踏まえた上で記入してください。その際，本事業実施にあたっての各大学の課題を明確にし，申請事業計画が各大学の特色・強みを生かした独自の構想として，その課題解決にどのように取り組むものであるかが分かるように具体的に記入してください。
また，事業計画は，例えば達成目標の根拠や考え方を明示するなど確実に実現されるものであることが客観的に明確になるように記入してください。その際，エビデンスがあれば「別添資料」として添付してください。

	【全体像】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・四学期制の導入や授業科目の精選など，本事業で求める取組を既に実施されている場合は，今回の提案が従前の取組を超えた新たな提案であることが分かるように具体的に説明してください。




【達成目標】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○本事業プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標
	項　目
	内　容
	備　考

	（例）
週複数日授業の実施
	
令和３年度　○％（〇科目／○科目）
令和４年度　○％（〇科目／○科目）
　　　　・
　　　　・
	
－

	サバティカル取得数
	令和３年度　〇％（○人／○人）
令和４年度　〇％（○人／○人）
　　　　・
	新規に〇〇人のサバティカル取得を目指す。（Ｒ３.５現在　〇〇人）

	
	
	・現在実施している取組を「検証可能かつ明確な目標」として記入する場合，目標値を内容欄に記入するだけでなく，現状の取組と比較できるように，備考欄に現在の実施状況等を記入ください。


	
	
	

	
	
	


※適宜行を追加・削除してください。



	（２）　事業計画の具体的な内容（７ページ以内）
申請事業計画で構築するカリキュラムについて，以下の項目ごとに公募要領及び審査要項を踏まえ，提案する事業目標の達成に向けた具体的な内容を記入してください。

	1 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化・本事業において設定する「卒業要件・学位授与の方針」について示した上で，学修目標及び学生に最低限備わっている能力を保証するものとして機能しているかについて具体的に説明してください。

・本事業計画の学修成果の到達度を測る指標（アセスメントプラン等）の考え方についても記入してください。

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○




2 授業科目・教育課程の編成・実施
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・様式３「カリキュラム再編前の授業科目一覧（現行）」「カリキュラム再編後の授業科目一覧（計画）」及び「別添資料（必須）（教育課程の体系性を説明する資料）」を用いて，「卒業認定・学位授与の方針」との関係についても明確にした上で，真に必要な授業科目の精選方針及び各学期に配置する科目が相互に関連性を持つカリキュラムとなっているかを具体的に説明してください。

・四学期制を導入し，密度の濃い学修を実践するにあたって，授業科目が１学期間で完結できるカリキュラムとなっているか，「別添資料（必須）（時間割イメージ）」を用いて具体的に説明してください。

・特定の学期において実施する「現代的課題をテーマにした学修」について，地域や産業界等の社会のニーズを踏まえた内容となっているか，具体的に説明してください。














3 学修成果・教育成果の把握・可視化
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・本事業における学修成果，教育成果のそれぞれにおいて，どのような情報をエビデンスとして取り扱い，どう組み合わせるのか，具体的に説明してください。






4 学修成果や教育成果、教育の質に関する情報の公表
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○



様式２
	３．事業計画の適切性　【２ページ以内】
　　　　以下の（１）及び（２）を記入してください。

	（1）  年度別の計画（１ページ以内）
補助期間中の年度ごとの事業計画について具体的に記入してください。

	【令和３年度（申請時の準備状況も記入。）】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	【令和４年度】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	【令和５年度】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	【令和６年度】
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○



	（２）　事業計画の継続性（１ページ以内）
補助期間終了後について，実施体制の構築及び資金の確保など，継続的かつ発展的に取組が実施される計画であることが分かるように具体的に記入してください。

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○









様式２
	４．事業成果の先進性と普及【１ページ以内】
事業成果は，自大学だけでなく我が国の高等教育全体にとっても先進性を有するものであるか，また，先駆的なモデルとなり，取組を波及させる手法及び計画が見込まれるものであるかについて分かるように記入してください。

	【先進性とモデル性】
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・全国の大学への取組成果の波及に際し，他大学にどのような汎用性あるモデルを提供できるのか，その対象として想定する分野（文系，理系等）や大学の規模（大規模，中小規模）等もあわせて具体的に説明してください。





様式２
	５．確認項目（全学的波及に向けた計画及び工程について）【１ページ以内】
本事業における取組の全学的な波及に向け，補助期間内から補助期間終了まで含めた具体的な計画及び工程に関
して，記入してください。

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


様式２
６．調書の概要資料【８ページ以内】
審査要項にある評価項目も踏まえた取組内容を具体的に記載した上で，調書の概要として「特にアピールしたい点」の資料を添付してください。その際，必ず調書の該当ページを示してください。なお，調書に記載のない内容を本項において新たに盛り込んでも,審査の対象とはなりません。
・本ページは含めず，８ページ以内で作成してください。
・画像データを添付する場合は，鮮明にみえる範囲で画像を添付してください。






























（大学名：　　　　　　　　　　　　　）
（事業計画名：　　　　　　　　　　　）

3
